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In this study, to develop a novel chirality-amplification system, we synthesized an 

oligomeric chemosensor into which a molecular recognition moiety and signal reporters were 

introduced. The chemosensor thus obtained is highly likely to form a dynamic double-strand 

with nonlinear screw senses upon interactions of saccharides, enabling us to elucidate the 

factors controlling the outcomes of chiral amplification. The synthetic schemes and the 

chiroptical properties of the chemosensor will be discussed. 
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動的らせん高分子の特徴的な性質としてキラル増幅があげられる。これは、高分子

主鎖にキラル側鎖を低割合で導入したキラル高分子や、ごく少量の光学活性な単量体

を混ぜた超分子ポリマーが、100%のキラルな側鎖や単量体から構成されるホモポリ

マーと同等の円二色性(CD)強度を示す現象である 1。 

これまでのキラル増幅分野においては高分子の使用が主要であり、そのためキラル

増幅の適用限界や詳細な機構は解明されていない。本研究では、増幅キラリティーセ

ンシングならびにキラル増幅の適用限界の解明を目的として、動的二重らせんを形成

するオリゴマー2 に、キラルな糖認識部位であるボロン酸、シグナルリポーター部位

としてポルフィリンを導入した化学センサー(Figure 1)を設計した。本発表では、化学

センサーの合成結果および光学特性について報告する。 

 

Figure 1. Chemical structure of the chemosensor.  
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